たからまちづくり協議会規約
　　　　　　　　　
　【第１章　総則】
　
（名称）
第１条　本会は、たからまちづくり協議会（以下「協議会」という。）と称する。
（目的）
第２条　協議会は、奥飛騨温泉郷及び上宝町の住民が自ら地域の将来像を考え、地域住民相互の連帯を深め、住みよいまちづくりを推進することを目的とする。

（事業）
第３条　協議会は、前条の目的を達成するために次の事業を行う。
⑴　まちづくり計画の策定と推進に関する事業
⑵　安全安心及び環境に関する事業
⑶　教育及び文化に関する事業
⑷　福祉、子育て及びコミュニティに関する事業
⑸　農林畜水産業及び商工観光業に関する事業
⑹　その他目的達成のために必要な事業

【第２章　会員、事務所、事務局及び会議】
　
（会員）
第４条　協議会の会員は、奥飛騨温泉郷または上宝町に住所を有する者及び活動拠点を有する団体等とする。
（事務所）
第５条　協議会の事務所を高山市上宝支所内に置く。
　

（事務局）
第６条　協議会の会務を処理するため、事務局を置く。
２　事務局に事務職員を置くことができる。

（会議）
第７条　協議会の会議は、理事会、委員会及び事業部会とする。
【第３章　理事会】

（理事会の構成）

第８条　理事会は、次の役員をもって構成する。
　　　　会長　　　　　　　　１名
　　　　副会長　　　　　　　2名
　　　　理事　　　　　　　　3名～7名
　　　　事務局長（会計兼務）１名

　　　　市長任命の職員　　　２名

２　会長、副会長及び理事は、会員の中から理事会が選任する。
３　事務局長は、理事会が選任し、会長が委嘱する。
又、臨時職員を置くことができる。
４　役員の選任は、幅広く会員の意見が聴取できるよう年代や性別に配慮する。
５　会長は、協議会及び理事会を代表し各会務を統括する。
６　副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときはその職務を代行する。
７　理事は、第１０条第７項各号に掲げる事項を審議する。
８　事務局長は、協議会の事務を総括し、会計事務を処理する。
　(役員の任期)

第９条　役員の任期は、２年とし、再任は妨げない。ただし、市長任命の職員を除く。
２　役員の中で欠員が生じたときには、補充を行うことができる。ただし、任期
は、前任者の残任期間とする。
　(理事会の職務)

第１０条　理事会は、協議会の最高の意思決定機関であって、この規約に定める
事項のほか、この協議会の目的を達成するために必要な重要事項を決議する。
２　定期理事会は、会長の招集により毎年２回開催する。

３　臨時理事会は、会長が必要と認めたときのほか、２名以上の役員からの要求があったとき、会長の招集により開催する。
４　理事会は、委任状を含め、全員の出席により成立する。
５　理事会の議事は、出席者の過半数で議決する。可否同数の場合は、議長の決
するところによる。なお、招集が困難な場合には、書面決議をもって理事会の
議決とみなすことができる。
６　理事会は、委員会より付議された議案を審議する際には、委員会に説明を求
め、意見を聴取しなければならない。
７　理事会は、次の事項を審議し、決定する。
1 　まちづくり計画の策定及び改変
2 　事業計画及び予算
3 　事業報告及び決算
　⑷　規約の改変
　⑸　市長への提言に関すること。
　⑹　他地域の協議会との連携及び協議に関すること。
⑺　その他会務上必要なこと。
８　理事会の議長は、会長が務める。
９　議長は、出席者の中から会議録署名人２名を指名する。

【第４章　委員会】
　(委員会の構成)

第１１条　委員会は、次の委員をもって構成する。
　　　　委員長　　　　１名

　　　　副委員長　　　１名

　　　　委員　　　　　８名以内
２　委員は、各事業部会の部会長及び副部会長をもって充てる。
３　委員長及び副委員長は、委員の中から互選により選任する。

４　委員長は、委員会を代表し、すべての事業部会の会務を統括する。
５　副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるときはその職務を代行する。

　（委員の任期）
第１２条　委員の任期は、２年とする。ただし、再任は妨げない。
２　委員の中で欠員が生じたときには、補充を行うことができる。ただし、任期
は、前任者の残任期間とする。
　(委員会の職務)

第１３条　委員会は、協議会の企画調整機関であって、この規約に定める事項のほか、協議会の目的を達成するために必要な事項を企画及び調整し、理事会に付議する。

２　定期委員会は、委員長の招集により毎年２回開催する。

３　臨時委員会は、委員長が必要と認めたときのほか、３名以上の委員からの要
求があったとき、委員長の招集により開催する。

４　委員会は、委任状を含め、３分の２以上の出席により成立する。

５　委員会の議長は、委員長が務める。

６　委員会の議事は、出席者の過半数で議決する。可否同数の場合は、議長の決
するところによる。

７　委員会は、各事業部会を総括し、連絡調整を図る。
８　その他会務上必要なこと。
【第５章　事業部会】
　(事業部会の構成)

第１４条　協議会に次の事業部会を置く。
　⑴ 暮らし部会　　安全、安心及び環境に関する事業
　⑵ ひと部会　　 　教育及び文化に関する事業
　⑶ 地域部会　　　福祉、子育て及び地域コミュニティに関する事業
　⑷ 産業部会　　　農林畜水産業及び商工観光業に関する事業
２　前項のほか、委員会は必要に応じ、理事会の承認を得て新たな事業部会を置
くことができる。
３　各事業部会は、次の部会員をもって構成する。
　　　　部会長　　　　　　　　　　　　　１名
　　　　副部会長　　　　　　　　　　　　１名
　　　　部会員　　事業部会に登録する団体の代表者1名
４　部会長及び副部会長は、事業部会ごとに部会員の中から互選により選任する。

５　部会長は、部会を代表し、所掌する事業部会の会務を統括する。
６　副部会長は、部会長を補佐し、部会長に事故があるときはその職務を代行する。
７　事業部会は、部会長が招集する。
８　部会長及び副部会長の選任にあたっては、事業部会ごとに幅広い意見が聴取
できるよう年代や性別に配慮する。

　（部会長等の任期）

第１５条　各事業部会の部会長及び副部会長の任期は、２年とする。ただし、
再任は妨げない。　　　　　　　　　　　　　
２　部会長及び副部会長の中で欠員が生じたときには、補充を行うことができる。
ただし、任期は、前任者の残任期間とする。
（事業部会の職務）
第１６条　事業部会の職務は、次のとおりとする。
1 事業部会ごとに所掌事業を執行し、管理すること。
2 事業部会ごとに事業計画及び予算を作成すること。
3 事業部会ごとに事業報告及び決算を作成すること。
4 その他会務上必要なこと。
【第６章　監事】
（監事）

第１７条　協議会に２名の監事を置く。
２　監事は、理事会が会員の中から選任する。
３　監事は、協議会の会計及び事業の執行状況を監査し、理事会に報告する。

 (監事の任期)

第１８条　監事の任期は、２年とする。ただし、再任は妨げない。
２　監事の中で欠員が生じたときには、補充を行うことができる。ただし、任期
は、前任者の残任期間とする。
【第７章　有識者等】　
（有識者等）

第１９条　会長は、必要に応じ有識者等に協議会の運営等について助言を求める
ことができる。

２　有識者は、会長が任命し、幅広い視点から協議会に対して意見を述べる。
３　協議会は、高山市職員からその運営に関する支援を受けることができる。

【第８章　会計、会計年度】
(会計)

第２０条　協議会の経費は、交付金、助成金、寄付金及びその他の収入をもって
充てる。

２　協議会の経費は、理事会で決議された予算の範囲内において用途の変更及び
流用をすることができる。

 (会計年度)

第２１条　協議会の会計年度は、４月１日に始まり翌年３月３１日に終わる。
【第９章　雑則】
 (情報等の公開)

第２２条　協議会の会議等は、すべて公開を原則とし、事業計画、事業報告、予
算及び決算について住民に広く周知するものとする。
２　会員が帳簿及び関係書類等の閲覧を請求したときは、正当な理由がない限り、閲覧させなければならない。
 (その他)

第２３条　この規約に定めるもののほか、協議会の運営に必要な事項については、
理事会で別に定める。

附　則

１　この規約は、平成２６年１２月１１日から施行する。

２　第８条第２項の規定にかかわらず、協議会設立時に就任する会長、副会長及び理事の選任は、協働のまちづくり準備委員会が行う。
３　第９条第１項の規定にかかわらず、協議会設立時に就任する役員の任期は、
当該設立の日から平成２９年３月３１日までとする。ただし、市長任命の職員を除く。
４　第１２条第１項の規定にかかわらず、協議会設立時に就任する委員の任期は、
次項で規定する部会長及び副部会長の任期とする。
５　第１５条第１項の規定にかかわらず、協議会設立時に就任する部会長及び副
　部会長の任期は、２者のうちのいずれか１者が当該設立の日から平成２８年３
　月３１日まで、残る１者が平成２９年３月３１日までとする。
６　第１８条第１項の規定にかかわらず、監事の任期は、選任の日から平成２９年３月３１日までとする。
附　則
　この規約は平成28年度一部改正し、29年４月１日から施行する。
附　則

　この規約は令和2年度一部改正し、3年4月1日から施行する。










